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おぜき栄子
鳥井やすこ

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

９月議会議案の賛否

ＴＥＬ090-8004-0577 ＴＥＬ090-1690-5106

会期は、8月31日から9月24日です。

主な議案

①一般会計、特別会計補正予算

②2019年度一般会計決算

③2019年度特別会計決算

左記の議案の中で、２０１９年度一般会計、

特別会計（介護保険、国保、後期高齢者

医療、水道事業）の5つの決算認定を下

記の理由で反対しました。

９
月
議
会
報
告

一
般
会
計
決
算

鳥井やすこが一般会計決算、おぜき
栄子が各特別会計決算の認定の反
対討論を行いました。

特
別
会
計
決
算

①
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は

、
令
和
元
年
10
月
か
ら
公
共

施
設
の
使
用
料
等
を
値
上
げ

し
た
が
、
小
山
市
・
栃
木
市

等
が
年
度
末
ま
で
引
き
上
げ

な
か
っ
た
中
で
、
足
利
市
の

対
応
は
拙
速
で
あ
っ
た
と
指

摘
し
ま
し
た
。

②
民
生
費
で
は
、
10
月
か
ら

３
才
児
以
上
の
保
育
料
無
償

化
に
伴
い
、
副
食
費
を
保
護

者
の
実
費
負
担
に
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼
食
も

食
育
の
一
部
で
あ
り
全
額
無

償
化
す
る
べ
き
で
す
。

③
商
工
費
の
新
産
業
団
地
開

発
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
多
額

の
税
金
を
使
う
以
上
、
新
た
な

工
業
団
地
造
成
を
検
討
す
る

際
に
は
、
近
隣
の
工
業
団
地
に

お
け
る
雇
用
や
人
口
動
向
を

調
査
・
検
証
し
、
判
断
す
る
こ

と
は
必
須
で
す
。

④
土
木
費
で
は
、
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
事
業
が
活
用
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
耐
震
問

題
で
大
切
な
点
と
し
て
、
家
屋

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
化
を
進

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
土

交
通
省
は
住
宅
・
建
築
物
安
全

ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
を
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
確
保
対
策
に
活
か

す
こ
と
を
支
援
す
る
と
決
定

し
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
市

で
は
こ
れ
を
活
用
し
て
い
ま
せ

ん
。

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

隣
接
し
た
迫
間
自
然
観
察
公

園
の
面
積
約
15
㏊
の
う
ち
、
５

㏊
の
貸
借
契
約
を
解
消
し
、
賃

料
５
０
０
万
円
を
削
減
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
迫
間
湿
原
を

含
む
周
辺
整
備
を
望
む
住
民

か
ら
の
陳
情
に
反
し
、
市
民
の

願
い
に
逆
行
す
る
行
為
で
す
。

小
俣
処
分
場
関
係
出
費

弁
護
士
費
用
に
つ
い
て

こ
の
裁
判
は
、
和
解
は
し
た
が

勝
訴
し
て
い
な
い
。
勝
訴
し
て
い

な
い
裁
判
に
報
酬
金
他
（
５
１

０
０
万
円
）
を
支
払
う
決
定
を

し
た
根
拠
は
何
か
、
市
民
へ
の

説
明
は
い
ま
だ
に
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

介
護
保
険
特
別
会
計

要
支
援
1
，
2
で
受
け
ら
れ

た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

総
合
事
業
の
人
数
が
大
幅
に

増
加
。
連
続
の
介
護
保
険
料

の
引
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
は
後
退
。

基
金
は
、
10
億
円
を
超
え
て

黒
字
会
計
で
あ
り
、
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
は
、
す
ぐ

に
も
可
能
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

県
の
広
域
化
か
ら
、
２
年
目

に
な
り
、
前
年
度
よ
り
県
へ
の

納
付
金
は
、
２
．
４
億
円
以
上

の
増
額
。
基
金
２
．
３
億
円
を

取
り
崩
し
、
残
っ
た
27
億
円
の

基
金
で
国
保
税
の
引
き
下
げ

は
可
能
。
コ
ロ
ナ
禍
で
小
山
市

は
、
資
格
証
の
発
行
を
見
送

る
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
足

利
市
も
資
格
証
の
発
行
を
や

め
る
べ
き
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

保
険
料
７
３
０
０
万
円
の
増

額
。
こ
の
主
な
原
因
は
、
被
保

険
者
増
、
軽
減
措
置
の
縮
小

に
よ
る
保
険
料
の
引
き
上
げ
。

高
齢
者
を
別
枠
の
医
療
保
険

に
囲
い
込
ん
で
、
負
担
増
と

差
別
を
押
し
付
け
る
高
齢
者

い
じ
め
の
保
険
制
度
で
す
。
全

額
公
費
負
担
の
新
た
な
医
療

制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

水
道
事
業
会
計

２
０
２
０
年
１
月
～
３
月
の
水

道
料
金
を
消
費
税
１
０
％
増

税
を
転
嫁
し
た
決
算
と
な
っ

た
。
栃
木
市
や
小
山
市
で
は
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
を
今
年

4
月
ま
で
先
送
り
。
自
治
体

の
裁
量
で
、
出
来
る
こ
と
で
す
。

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
を

お
ぜ
き
：
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
は
、
全
国
、
栃
木
県
も
増
加

の
一
途
。
無
症
状
・
軽
症
者
に

陽
性
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
大
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長
：
濃
厚
接
触
者
で
は
な
い

が
、
考
え
方
を
広
げ
て
幅
広
く

検
査
を
受
け
て
頂
く
運
用
も
し

て
い
る
。
国
も
進
め
て
い
る
の
で
、

足
利
市
も
協
力
し
て
、
市
民
の

心
配
が
な
く
な
る
よ
う
に
や
っ

て
行
き
た
い
。

お
ぜ
き
：：
新
型
コ
ロ
ナ
・Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
係
る
費
用
は
、
防
疫
の

観
点
か
ら
、
公
費
負
担
と
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性
者
が
発
見

さ
れ
た
事
業
者
への
休
業
要
請

と
補
償
を
セ
ッ
ト
で
行
え
な
い

か
。

市
長
：
公
費
負
担
は
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
。
事
業
所
等
の

保
障
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

上
乗
せ
補
助
（
10
万
円
）
や
売

上
げ
等
の
減
少
が
生
じ
た
中
小

企
業
者
等
事
業
継
続
応
援
金

（
10
万
円
）
な
ど
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
支
援
金
の
活
用
周
知
に

努
力
す
る
。

質
問
後
明
か
に
な
っ
た
こ
と

栃
木
県
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

病
床
数
・確
保
居
室
数

9
月

３
１
１
床
・１
１
１
室

10
月

３
１
３
床
・２
８
４
室

感
染
者
数
（
10
月
20
日
現
在
）

足
利
市
33
人
・
県
４
６
６
人

議案 内　　容 おぜき 鳥井

第42号 議会委員会条例の改正 〇 〇

第43号
長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の
改正

〇 〇

第44号 2020年度一般会計補正予算（第５号） 〇 〇

第45号 2020年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 〇 〇

第46号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の改正 〇 〇

第47号 2020年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算 〇 〇

第48号 2020年度後期高齢者医療特別会計補正予算 〇 〇

第49号 2020年度下水道事業会計補正予算 〇 〇

第50号 道路の構造の技術的基準に関する条例の改正 〇 〇

第51号 学校事故に係る和解及び損害賠償の額の決定 〇 〇

第52号 2019年度一般会計決算 × ×

第53号 2019年度介護保険特別会計（保険事業勘定）決算 × ×

第54号 2019年度国民健康保険特別会計（事業勘定）決算 × ×

第55号 2019年度後期高齢者医療特別会計決算 × ×

第56号 2019年度太陽光発電事業特別会計決算 〇 〇

第57号 2019年度農業集落排水事業特別会計決算 〇 〇

第58号 2019年度公共下水道事業特別会計決算 〇 〇

第59号 2019年度堀里ﾆｭｰﾀｳﾝ下水処理事業特別会計決算 〇 〇

第60号 2019年度水道事業会計利益の処分及び決算 × 〇

第61号 2019年度工業用水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇



お気軽に相談を！
連絡先
日本共産党市議団

おぜき栄子 090-8004－0577
鳥井やすこ 090-1690－5106

２
．
公
共
施
設
再
編
計
画

①
災
害
に
対
応
で
き
る

自
治
体
を
め
ざ
し
て

②
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

②
介
護
保
険

国・県・市への要望をお聞かせください。
新型コロナウイルス感染症対策や身近な
困りごとなどお気軽に声をおかけください。

「特
例
措
置
」の
撤
回
と

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
！

お
ぜ
き
：
厚
生
労
働
省
は
、
利

用
者
の
同
意
の
上
、
介
護
報

酬
の
上
乗
せ
を
認
め
る
「
特
例

措
置
」を
通
知
。
対
象
事
業
所

の
3
割
程
度
が
こ
の
制
度
を

活
用
。
同
じ
サ
ー
ビ
ス
な
の
に

報
酬
単
価
の
上
乗
せ
を
認
め

る
「
特
例
措
置
」
の
撤
回
と
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
国
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
「
特
例
措
置
」
は
、
市
の

制
度
で
は
な
く
、
国
の
制
度
に

基
づ
い
て
適
切
に
運
用
す
る
。

赤
字
に
苦
し
む
介
護
事
業

者
に
対
し
て
飯
田
市
は
、
国
の

特
例
措
置
を
算
定
し
な
い
介

護
事
業
所
に
補
助
金
を
交
付
。

本
市
も
実
施
を
求
め
た
が

「国
の
制
度
を
適
切
に
対
応
す

る
」と
同
じ
答
弁
を
繰
り
か
え

し
、
介
護
事
業
所
や
高
齢
者

に
背
を
向
け
る
回
答
で
し
た
。

一
番
い
い
形
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
。

お
ぜ
き
：
研
修
セ
ン
タ
ー
の
宿

泊
研
修
の
利
用
団
体
は
、
最

近
の
資
料
に
よ
る
と
毎
月
宿

泊
研
修
を
実
施
。
陸
上
競
技

場
な
ど
の
運
動
施
設
が
研
修

セ
ン
タ
ー
の
周
り
に
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
と
っ
て
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
宿
泊
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
な
い
か
。

当
局
：
宿
泊
施
設
の
名
草
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
宿
泊
機
能
と

し
て
も
充
実
し
、
市
全
体
の
受

け
皿
と
し
て
十
分
受
け
ら
れ

る
状
況
。

お
ぜ
き
：
名
草
保
育
所
を
２
０

２
２
年
を
も
っ
て
廃
止
し
、
北

保
育
所
に
集
約
化
す
る
方
針
。

松
田
地
区
で
は
、
廃
止
後
保

育
所
前
の
商
店
が
閉
店
す
る

な
ど
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

十
分
な
議
論
が
必
要
で
は
な

い
か
。

当
局
：均
衡
あ
る
足
利
市
の
発

展
を
考
え
た
時
に
小
俣､

松
田

名
草
、
久
野
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
。
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
大
事
。
し
か

し
、
42
％
の
施
設
を
再
編
す

る
計
画
に
該
当
す
る
施
設
は

や
む
負
え
な
い
こ
と
。
手
順
を

踏
ん
で
取
り
組
む
。

鳥
井
康
子
の
一
般
質
問

１
．
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

①
見
直
し
時
期
等

鳥
井
：
令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
被
害
を
受
け
て
11
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
足
利
市
地

域
防
災
計
画
に
お
い
て
も
、
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
進
捗
は
ど
う
か
。
ま
た
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
項
目
な

ど
変
更
点
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
地
域
防
災
計
画
は
、
毎

年
の
地
域
防
災
会
議
出
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
見
直

し
内
容
は
、
緊
急
地
区
隊
に

よ
る
避
難
所
対
応
・
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
が

あ
る
。

②
避
難
所

鳥
井
：
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
検
討
す
る
際
、
女
性
の
視

点
が
足
り
な
い
ま
ま
進
め
る
こ

と
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
妊
娠
や
子
育
て
、
介

護
な
ど
の
家
族
ケ
ア
の
中
心

的
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
い

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

避
難
所
運
営
の
仕
組
み
づ
く

り
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

当
局
：
男
女
別
の
更
衣
室
を

設
け
る
ほ
か
、
妊
産
婦
用
ス

ペ
ー
ス
や
そ
の
一
角
に
授
乳

コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
る
。
さ
ら
に
、

避
難
生
活
が
長
期
化
し
住
民

に
よ
る
避
難
所
運
営
組
織
を

設
置
す
る
際
に
は
、
男
性
・
女

性
双
方
が
参
画
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
運
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

鳥
井
：
小
中
学
校
の
一
斉
休

業
措
置
が
終
了
し
て
か
ら
、
児

童
・
生
徒
の
登
校
状
況
が
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

当
局
：
感
染
を
恐
れ
て
登
校

し
な
い
児
童
・
生
徒
に
は
、

家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を
と

お
し
て
、
面
談
や
相
談
を
続

け
た
結
果
、
放
課
後
、
学
校

に
来
て
補
習
を
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
子
供
も
い
る
。
今

後
も
学
校
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
子
供
た
ち
の

成
長
を
支
え
て
い
く
。

①
学
校
休
業
後
の
対
応

②
教
室
内
で
の
三
密
対
策

鳥
井
：臨
時
休
業
終
了
後
、
市

立
小
中
学
校
の
教
室
内
の
３

密
を
避
け
る
た
め
の
取
組
は
、

1
教
室
に
入
る
児
童
生
徒
の

数
を
減
ら
す
な
ど
の
取
り
組

み
な
ど
が
必
要
で
は
。

当
局
：
2
教
室
分
の
ス
ペ
ー
ス

を
1
ク
ラ
ス
で
使
う
、
特
別
教

室
の
活
用
な
ど
で
適
切
な
距

離
を
保
つ
工
夫
を
し
て
い
る
。

③
臨
時
休
業
中
の

学
校
給
食

鳥
井
：
市
立
小
中
学
校
の
臨

時
休
業
に
伴
い
、
学
校
給
食

が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
期
間
に

お
け
る
、
調
理
事
業
者
や
食

材
納
入
業
者
の
収
入
減
少
等

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
。

３
．
公
共
交
通
機
関
の

見
直
し

鳥
井
：
足
利
市
地
域
公
共
交

通
会
議
が
令
和
２
年
度
地
域

公
共
交
通
優
良
団
体
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

私
の
認
識
で
は
足
利
市
の
公

共
交
通
機
関
に
つ
い
て
不
満
を

持
つ
方
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
捉

え
て
い
る
。
今
回
の
受
賞
理
由

と
そ
の
功
績
に
つ
い
て
詳
細
な

内
容
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
利
用
状
況
の
調
査
結

果
を
ふ
ま
え
、
必
要
な
見
直

し
を
行
っ
て
き
た
。

①
地
域
公
共
交
通
会
議

②
デ
マ
ン
ド
交
通

鳥
井
：高
齢
化
が
進
む
本
市
で

は
既
存
の
交
通
手
段
に
加
え
、

デ
マ
ン
ド
交
通
も
選
択
肢
と
し

て
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

新
し
い
取
り
組
み
の
予
定
等
は

あ
る
の
か
。

当
局
：
運
行
経
路
の
変
更
の
他
、

自
由
乗
降
の
導
入
や
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
て
、
生
活
路

線
バ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
き
た

が
、
バ
ス
の
利
用
が
難
し
い
地

域
か
ら
は
、
乗
り
入
れ
要
望

も
多
い
。
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

交
通
の
利
用
者
１
人
あ
た
り

の
平
均
公
費
負
担
額
を
比
較

す
る
と
、
デ
マ
ン
ド
交
通
は
バ
ス

の
倍
以
上
で
あ
る
。

③
公
共
交
通
の
見
直
し

鳥
井
：
あ
る
部
門
で
と
ら
れ

た
出
費
な
ど
の
行
動
が
、

他
部
門
に
と
っ
て
の
節
約

な
ど
の
利
益
を
も
た
ら
す

と
い
う
「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ

ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。
公
共

交
通
の
充
実
に
よ
り
高
齢

者
や
障
が
い
者
が
気
軽
に

外
出
で
き
る
こ
と
で
、
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
と
い

う
発
想
で
公
共
交
通
の
在

り
方
を
検
討
し
た
か
。

当
局
：
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果

と
し
て
の
算
出
は
し
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
地
域
公
共
交

通
の
果
た
す
役
割
や
利
用
者

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考

慮
し
な
が
ら
、
バ
ス
運
行
の
改

善
に
努
め
て
き
た

。

当
局
：
材
料
費
の
補
填
は
、

全
て
の
業
者
に
対
し
て
支
払

い
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
職
員

へ
の
賃
金
の
補
償
も
行
わ
れ

た
。

お
ぜ
き
：
長
期
の
避
難
場
所

と
な
る
研
修
セ
ン
タ
ー
の
宿

泊
及
び
、
入
浴
施
設
で
あ
る

南
幸
楽
荘
を
廃
止
す
る
こ
と

は
大
橋
地
域
、
南
部
地
域
の

市
民
の
災
害
対
策
か
ら
後
退

で
は
な
い
か
。

当
局
：
今
回
の
施
設
を
閉
じ

る
こ
と
は
、
避
難
所
を
目
的

と
し
て
い
な
い
施
設
。
災
害
等

で
避
難
が
必
要
時
、
民
間
資

源
等
の
協
力
を
お
願
い
し
、

塩川てつや衆院議員と国政や市政のについて街頭から報告

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
利
用
者
の
事

前
予
約
に
応
じ
る
形
で
運
行
経
路

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
運
行
す
る

地
域
公
共
交
通
の
こ
と
。


